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旧
国
鉄
天
北
線
の
廃
止
に
伴
い
、

沿
線
自
治
体
に
お
け
る
地
域
住
民

の
足
と
し
て
長
年
維
持
し
て
き
た

宗
谷
バ
ス
「
天
北
宗
谷
岬
線
」
に

つ
い
て
、
沿
線
自
治
体
は
そ
の
維

持
費
を
基
金
の
取
り
崩
し
で
補
っ

て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
基
金
の

温
存
と
将
来
に
わ
た
る
地
域
公
共

交
通
の
維
持
の
た
め
、
平
成
27
年

3
月
に
「
天
北
地
域
生
活
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
維
持
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
平
成
28
年

10
月
か
ら
宗
谷
バ
ス
の
路
線
の
再

編
（
稚
内
～
中
頓
別
）
と
新
た
に

乗
合
タ
ク
シ
ー
（
猿
払
～
音
威
子

府
）
を
運
行
す
る
こ
と
と
し
、
こ

れ
ま
で
、
広
報
で
の
周
知
や
住
民

説
明
会
、
各
種
会
議
で
路
線
バ
ス

の
運
営
状
況
の
説
明
、
意
見
聴
取

な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

浜
頓
別
町
、
猿
払
村
と
の
3
町

村
で
、
「
JR
特
急
へ
の
接
続
確
保
」

の
た
め
の
「
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
運

行
に
向
け
た
協
議
を
す
る
「
天
北

3
町
村
地
域
公
共
交
通
会
議
」
を

設
置
。
調
査
、
検
討
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
運
行
距
離
の
延
長
、

運
行
割
合
が
9
割
以
上
、
想
定
以

上
の
JR
の
乗
降
客
数
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
運
行
車
両
と
運
転
手
を
増

や
す
必
要
が
あ
り
、
計
画
時
の
予

定
経
費
を
6
,
2
2
2
千
円
上
回

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
路
線

バ
ス
「
天
北
宗
谷
岬
線
」
の
負
担

金
を
合
わ
せ
る
と
計
画
時
の
全
体

負
担
額
を
3
,
3
4
2
千
円
上
回

る
8
9
,
4
3
2
千
円
と
な
り
、

大
幅
な
負
担
増
と
な
り
ま
す
。

　

本
年
、
3
月
4
日
に
行
わ
れ
た

関
係
3
町
村
長
の
協
議
に
お
い
て
、

目
的
の
「
基
金
の
温
存
と
将
来
に

わ
た
る
地
域
公
共
交
通
の
維
持
」

に
逆
行
す
る
た
め
「
天
北
地
域
生

活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
維
持
計
画
」

を
白
紙
撤
回
し
、
当
面
は
現
状
の

「
天
北
宗
谷
岬
線
」
の
継
続
運
行
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
「
天
北
宗
谷
岬
線
」
沿

線
4
市
町
村
で
、
地
域
交
通
体
系

の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
を
す
す

め
る
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
中
頓

別
町
と
し
て
も
、
地
域
住
民
の
将

来
に
わ
た
る
地
域
公
共
交
通
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
独
自
に
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

■乗合タクシー シミュレーションでの変更点
○運行ルート　浜頓別→音威子府 2便 鬼志別→音威子府 1便

　　　　　　　音威子府→鬼志別 2便 音威子府→浜頓別 1便

　　　　　　⇒鬼志別→音威子府 3便 音威子府→鬼志別 3便

○運行車両　　定員 10 名乗りワゴン 1台

　　　　　　⇒定員 10 名ワゴン 2台 定員 25 名小型バス 1台

○運行割合　　75％と想定　⇒　90％以上

○運 転 手　　2名　⇒　3名＋時間雇用者数名

○利用者数　　4,380 人を想定　⇒　5,846 人を想定

○運行条件　　予約者が有

　　　　　　⇒予約者が有＋音威子府発便は全便運行

○運行負担　　年間 7,860 千円

　　　　　　⇒年間 14,082 千円 (3 町村全体額 )

天北地域⽣活交通ネットワーク維持計画を⽩紙へ
今年 10月予定の乗合タクシー導入見送り

計
画
の
策
定

調
査
に
よ
る
現
状
把
握

計
画
の
⽩
紙
撤
回
へ

今
後
の
あ
り
⽅

２



 昨年の 8 ⽉ 25 ⽇、町が業務委託している「デ
イサービスセンター⻑寿園」で⽕災が発⽣。職員
の迅速な対応により死傷者はでませんでしたが、
施設の天井部分が焼失し電気系統やホール全体が
使⽤不能となっていました。
 出⽕原因について調査したところ、「照明器具の
コンデンサーが経年劣化による異常発熱を起こし
出⽕。オートリフター部および電気配線の樹脂製
被膜に延焼。天井壁⾯発泡ウレタンに延焼拡⼤し
たもの」という結果がでました。
 この⽕災により、建物の基礎を除く、施設の内
部である天井・床・壁の改修が必要となりました。
この間、⽕災による利⽤者への影響を少しでも軽
減できるよう、⽕災前に⾏っていたサービスの代
替となる対応を⾏ってまいりました。

デイサービスセンター⻑寿園
⽕災からの復旧

 そして、今年の 1 ⽉ 5 ⽇よりデイサービス業務
の全てが再開され、改修された施設では、照明の
LED 化、和室への段差が緩和されるなど⽕災前よ
りも利⽤しやすい環境となっています。また、送
迎⽤のバスも新しくなっており、デイサービスセ
ンターのさらなる利⽤が期待されます。

◆ 復旧後のデイサービスセンターの様子

　中頓別町が平成 27年 3月に策定した「第 6期老人保健福祉計画・介護保険事業計画」の中で、

在宅生活を支援するサービスの一環としてリハビリテーションの開始が望まれていました。

　国保病院では、中頓別町内で安心してリハビリが受けられる環境を整えるため、病院内にリハビ

リテーション室を増設しました。また、平成 28年度早々からリハビリを開始できるよう理学療法

士の確保へ動き、4月 1日から熟練の理学療法士に着任頂くことができました。

　院内で可能なリハビリの種類は、運動器リハビリ、呼吸器リハビリですが、院内のリハビリ室を

主軸として、訪問リハビリも開始します。脳血管疾

患等リハビリは訪問看護と同様に、理学療法士が自

宅に訪問してリハビリを行うものです。

　リハビリを希望する方は、医師の診断を要します

ので、詳しくは国保病院までお問い合わせください。

３

・お問い合わせ　国保病院 (01634-6-1131)

事務室

受付

理学療法エリア物理療法

エリア

リハビリテーション室
受付

玄関

院
内
略
図

◆理学療法エリアの様子



　

3
月
13
日
、
中
頓
別
中
学
校
で
卒
業

式
が
挙
行
さ
れ
、
13
名
の
生
徒
が
慣
れ

親
し
ん
だ
母
校
か
ら
旅
立
ち
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
在
校
生
か
ら
卒
業
生
一

人
ひ
と
り
へ
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、

卒
業
生
か
ら
お
世
話
に
な
っ
た
保
護
者

や
先
生
へ
感
謝
の
言
葉
が
送
ら
れ
、
多

く
の
人
が
目
に
涙
を
浮
か
べ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
中
学
校
生
活
に
思
い
を

馳
せ
、
9
年
間
の
義
務
教
育
、
最
後
の

日
を
終
え
ま
し
た
。

中
頓
別
中
学
校
卒
業
式

こ
ど
も
館
卒
園
式

中
頓
別
小
学
校
卒
業
式

　

3
月
20
日
、
中
頓
別
小
学
校
で

卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
証
書
授
与
で
は
、
校
長
先

生
か
ら
卒
業
証
書
を
手
渡
さ
れ
た

後
、
会
場
の
方
に
向
け
て
卒
業
生

か
ら
将
来
の
夢
や
中
学
校
で
の
抱

負
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
の

感
謝
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ま
ま
の
足
で
保
護
者
の
席

へ
と
向
か
い
、
こ
こ
ま
で
育
て
て

く
れ
た
お
礼
に
卒
業
証
書
と
花
束

を
手
渡
し
ま
し
た
。
卒
業
生
が
、

は
に
か
ん
だ
笑
顔
で
照
れ
く
さ
そ

う
に
保
護
者
の
前
に
立
つ
の
が
印

象
的
で
し
た
。

　

3
月
29
日
、
こ
ど
も
館
で
卒
園

式
が
挙
行
さ
れ
、
4
名
の
卒
園
児

が
思
い
出
残
る
こ
ど
も
館
に
別
れ

を
告
げ
ま
し
た
。

　

4
名
の
卒
園
児
は
、
保
護
者
の

見
守
る
中
、
園
長
先
生
か
ら
卒
園

証
書
を
手
渡
さ
れ
、
見
て
い
た
在

園
児
の
中
に
は
感
動
し
て
泣
い
て

し
ま
う
子
も
。
最
後
は
保
護
者
の

方
々
に
よ
る
ア
ー
チ
を
く
ぐ
っ
て

退
場
し
ま
し
た
。

　

式
が
終
わ
る
と
、
卒
園
児
か
ら

今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
た

ち
へ
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

卒業おめでとうございます

４



　

3
月
5
日
、
こ
ど
も
館
で
子
育

て
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨

年
も
講
演
い
た
だ
い
た
稚
内
中
学

校
教
頭
の
吉
崎
健
一
先
生
を
お
招

き
し
、
「
ス
マ
保
の
和
と
輪
と
話

2
」
と
題
し
て
子
ど
も
を
取
り
巻

く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
情
に
つ
い

て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
ク
イ
ズ
や
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
な
ど
楽
し
み
な
が
ら
進

行
し
、
最
後
に
は
子
育
て
に
対
す

子
育
て
講
演
会

　

ス
マ
ホ
の
正
し
い
理
解
を

る
親
の
嬉
し
さ
や
辛
さ
を
共
有
し
、

涙
ぐ
む
参
加
者
も
い
ま
し
た
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
チ
ャ
ッ
ト
ア

プ
リ
や
S
N
S
、
ゲ
ー
ム
機
や
パ

ソ
コ
ン
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
レ

イ
な
ど
は
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活

に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
依

存
と
な
る
前
に
、
家
族
で
ル
ー
ル

を
決
め
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

教
育
長
杯

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

3
月
10
日
、
町
民
体
育
館
で
教
育
長
杯
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

3
チ
ー
ム
総
当
た
り
で
行
っ
た
今
大
会
、
オ
フ

シ
ー
ズ
ン
と
は
い
え
、
ワ
ン
プ
レ
ー
ご
と
に
白
熱

し
た
ゲ
ー
ム
展
開
。
こ
れ
か
ら
の
シ
ー
ズ
ン
に
向

け
て
エ
ン
ジ
ン
の
か
か
る
大
会
と
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

体
育
館
で
行
う
場
合
、
専
用
の
ボ
ー
ル
を
使
う

の
で
す
が
、
外
で
行
う
場
合
と
異
な
る
動
き
に
な

り
ま
す
。
参
加
者
の
方
い
わ
く
、
「
外
で
行
う
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
と
体
育
館
で
行
う
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
別

物
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

◆ 

一
球
一
球
に
集
中
す
る
参
加
者

　

3
月
21
日
、
中
頓
別
町
保
健
セ

ン
タ
ー
で
「
こ
こ
ろ
の
健
康
講
座
」

と
い
う
こ
と
で
市
立
稚
内
病
院 

精

神
神
経
科 

三
井 

信
幸 

医
長
を
お

招
き
し
、
う
つ
病
の
理
解
と
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
つ
い
て
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

う
つ
病
は
ど
の
よ
う
に
し
て
起

こ
る
の
か
、
睡
眠
の
重
要
性
、
自

殺
の
予
防
、
家
族
や
同
僚
が
う
つ

病
に
な
っ
た
と
き
何
が
大
切
か
な

ど
、
参
加
者
の
方
々
は
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
ろ
の
健
康
講
座

　

‐

う
つ
病
の
理
解
と

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア‐

５



　

3
月
14
日
、
役
場
会
議
室
で
㈱

北
海
道
宝
島
旅
行
社 

代
表
取
締
役

社
長 

鈴
木
宏
一
郎
さ
ん
、
ま
ち
づ

く
り
観
光
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー 

代

表 

か
と
う
け
い
こ
さ
ん
を
お
招
き

し
て
中
頓
別
町
の
未
来
を
考
え
る

「
中
頓
別
町
観
光
地
域
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

最
初
に
お
二
人
か
ら
講
演
が
あ

り
、
鈴
木
さ
ん
に
よ
る
「
稼
ぐ
観

　

3
月
11
日
、
歩
く
ス
キ
ー
教
室

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
中
頓
別
鍾
乳
洞
と
周
辺

の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
散
策
。
ご
年
配

の
方
も
数
多
く
参
加
し
て
い
ま
し

た
が
、
み
な
さ
ん
ペ
ー
ス
が
と
て

も
早
く
、
日
頃
か
ら
身
体
を
動
か

し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し

た
。

　

鍾
乳
洞
内
部
に
入
る
と
、
壁
や

床
が
凍
っ
て
お
り
、
冬
独
特
の
趣

が
あ
り
ま
し
た
。
奥
に
進
む
と
立

派
な
氷
筍
が
で
き
あ
が
っ
て
お
り
、

自
然
の
作
り
出
す
ア
ー
ト
に
感
動
。

帰
り
道
は
、
下
り
坂
を
一
気
に
滑

り
降
り
ま
し
た
。　

　

3
月
21
日
に
は
歩
く
ス
キ
ー
遠

足
が
開
催
さ
れ
、
参
加
人
数
お
よ

そ
30
人
と
大
盛
況
。
前
回
は
鍾
乳

洞
と
そ
の
周
辺
を
散
策
し
ま
し
た

が
、
今
回
は
敏
音
知
地
区
の
林
道

と
い
う
こ
と
で
前
回
よ
り
も
ア
ッ

プ
ダ
ウ
ン
の
激
し
い
コ
ー
ス
で
し

た
。
前
半
の
登
り
が
厳
し
く
、
参

加
者
は
、
息
を
切
ら
し
な
が
ら
も

光
資
源
の
作
り
方
」
、
か
と
う
さ
ん

に
よ
る
「
留
学
生
の
声
か
ら
気
づ

い
た
中
頓
別
町
の
新
た
な
観
光
の

可
能
性
」
に
つ
い
て
お
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
の
後
に
は
、
「
こ
ん
な
中
頓

別
町
に
な
っ
た
ら
い
い
ね
」
と
い

う
二
人
の
妄
想
が
書
か
れ
た
模
造

紙
を
も
と
に
、
ど
う
す
れ
ば
中
頓

別
を
よ
り
魅
力
的
な
町
に
で
き
る

か
を
考
え
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
ど
ん

な
意
見
も
否
定
し
て
は
い
け
な
い

と
い
う
ル
ー
ル
を
決
め
、
参
加
者

は
思
い
思
い
に
ア
イ
デ
ア
を
披
露
。

自
分
が
想
像
す
る
未
来
の
中
頓
別

町
に
目
を
輝
か
せ
、
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
中
に
は
あ
っ

と
驚
く
よ
う
な
ア
イ
デ
ィ
ア
も
あ

り
、
我
々
住
民
の
手
で
中
頓
別
町

を
発
展
さ
せ
る
と
い
う
事
を
再
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
た
フ
ォ
ー
ラ

ム
と
な
り
ま
し
た
。

中
頓
別
の
未
来
を
考
え
る

　
　

観
光
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

健
康
増
進
！

　

歩
く
ス
キ
ー
教
室

中
間
地
点
へ
と
到
着
。
そ
こ
か
ら

は
緩
や
か
な
下
り
が
続
き
、
雪
に

覆
わ
れ
た
冬
の
森
林
を
堪
能
し
ま

し
た
。
ゴ
ー
ル
の
ピ
ン
ネ
シ
リ
温

泉
へ
到
着
し
た
後
は
、
温
泉
と
昼

食
で
疲
れ
を
癒
し
ま
し
た
。

６



4
月
1
日
付
人
事
異
動

・
産
業
建
設
課
長　

平
中
敏
志(

産
業
建
設
課
参
事)

・
産
業
建
設
課
参
事
兼
技
術
長　

山
内　

功(

産
業
建
設
課
技
術
長)

・
保
健
福
祉
課
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長　

吉
田
智
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

保
健
福
祉
課
参
事)

・
会
計
管
理
者　

矢
上
裕
寛(

保
健
福
祉
課
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長)

・
中
頓
別
町
事
務
職
員　

産
業
建
設
課
産
業
グ
ル
ー
プ
主
幹　

多
田
優
彦

　
　
　
　
　
　
　

(

北
海
道
農
政
部
生
産
振
興
局
畜
産
振
興
課
酪
農
グ
ル
ー
プ)

・
保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ
主
幹
兼
同
グ
ル
ー
プ
長　

山
田
美
緒
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ
主
査
保
健
師)

・
保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ
主
幹
兼

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長　

神
田
節
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ
主
査
保
健
師)

・
中
頓
別
町
国
保
病
院
副
看
護
師
長　

土
屋
里
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

中
頓
別
町
国
保
病
院
看
護
師)

・
中
頓
別
町
国
保
病
院
診
療
放
射
線
科
長　

御
家
瀬
典
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

中
頓
別
町
国
保
病
院
診
療
放
射
線
技
師)

・
産
業
建
設
課
建
設
グ
ル
ー
プ
主
査　

大
場
政
憲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

産
業
建
設
課
建
設
グ
ル
ー
プ
主
任)

・
保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ
主
査　

小
林
美
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

総
務
課
住
民
グ
ル
ー
プ
主
査)

退
職

・
藤
井
富
子(

会
計
管
理
者)

・
工
藤
一
夫(

中
頓
別
町
国
保
病
院
薬
局
長)

・
浅
野
由
美
子(

中
頓
別
町
国
保
病
院
准
看
護
師)

・
中
原
直
樹(
産
業
建
設
課
長)

　

4
月
1
日
、
役
場
大
会
議
室

で
自
治
記
念
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
式
で
は
、
職
務
を
通
じ
て

町
勢
の
伸
展
に
寄
与
し
た
町
民

自
治
記
念
式　

-

永
年
の
功
績
に
感
謝
状-

で
、
他
の
模
範
と
な
る
べ
き
功

績
の
あ
る
2
名
の
方
に
、
小
林

町
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

自治功労章

山本　得惠さん

昭和 58 年から 4期 16 年の

永きにわたり中頓別町議会

議員として本町の議会運営、

自治振興の発展に貢献され

ました。

永年勤続職員

菅原　陽子さん

中頓別・浜頓別町森林組合

の職員として 26 年の永きに

わたり職務に精励され、本

町の産業・経済の振興に貢

献されました。

７



　中頓別町では住民の定住化と本当の豊かさを分かち合う、温かいまちづくりの推進を目的として「い

きいきふるさと推進事業」を実施しています。転入された方への必要な情報の提供や、結婚や出産され

た方へのお祝いの贈呈、乳幼児健診時に絵本と読み聞かせのプレゼントを行っています。

　対象の方には、婚姻届や出生届、転入届提出時に役場窓口で、絵本プレゼントは乳幼児健診の通知と

あわせてお伝えします。

転⼊された⽅や、結婚・出産・⼦育てを⽀援する
  「いきいきふるさと推進事業」をご存知ですか？

対象者事業 内容

結婚祝事業 夫婦一組 30 万円
夫婦共に、または夫婦のいずれかが引き

続き本町に居住することが明らかな方

出生届が提出され、新たに町民

となったお子さん

本町に居住している 1 歳・1 歳 6 ヵ月・

3 歳に達するお子さん

転入支援事業 本町に転入された方 中頓別町生活情報誌

中頓別町商工会商品券 3 万円分

紙おむつ 360 枚

紙おむつ用ゴミ袋 10 枚入 ×6 包

絵本 2 冊

図書ボランティアによる読み聞かせ

絵本

プレゼント

出生祝
子育て

支援事業

　地域特性や地域資源を活かした地域づくりを推進する活動に対して補助金を交付します。申請希望の

方は、次の事項を確認の上、期日までに事業実施計画書および予算書などの必要書類を提出ください。

平成 28 年度 中頓別町地域づくり活動⽀援事業 を募集します

◆補助対象者
　中頓別町内に住所を有する個人および団体

◆補助対象事業
　(1) 保健、福祉、医療に関する事業

　(2) 教育、文化、スポーツに関する事業

　(3) 農林水産業、商工業、観光の振興に関する事業

　(4) 環境保全および創造、景観に関する事業

　(5) 移住・交流の推進に関する事業

　(6) その他、地域振興に関する事業

※申請しようとする事業が、町の他の補助金等の対象となる場合はそちらが優先されます。

◆補助対象経費
　補助対象事業に要する経費のうち、人件費、食糧費、土地の取得に関する経費を除いた経費となり

ます。なお、国または北海道の補助金もしくは他の事業団体から助成金等を受けている場合は、当該

補助金等の額を補助対象経費から除くこととします。

◆補助⾦の限度額等

◆1 次募集締切⽇
　5月 31 日 ( 火 ) まで

　※上記締切日以降に申請がある場合でも、その都度受け付けますのでご相談ください。

補助金額

上限額 下限額 単　位
交付率

補助対象事業 1,000 万円 10 万円 1 万円 対象経費の 1/2 以内

問い合わせ先 役場総務課政策経営室 (01634-6-1111) ８



ダリンさんの徒然日記

file.13

Aloha Nakatombetsu! As you know, I am from the island of Maui, in 

Hawaii. Hawaii is made up of 8 main islands – Hawaii, Maui, 

Molokai, Lanai, Kahoolawe, Oahu, Kauai, and Niihau. Maui is the 

2nd largest in the island chain. If you have only been to Oahu, 

you have missed a few of Hawaii’s beautiful natural paradises. 

Although the concrete jungle of skyscrapers of Oahu may be a sight 

to see for some, Maui is closer to the island paradise one 

envisions. Even though the nature speaks for itself, one 

recommendation of Maui is mountain climbing. There are many places 

to go mountain climbing and hiking, such as the volcano at 

Haleakala, located on the eastside, or Iao Valley, on the 

westside. On the road to Hana, on Maui’s eastside, one can also 

go hiking while viewing waterfalls and natural pools. There are 

also beautiful beaches all around the island for relaxing or 

snorkeling. The lifestyle on Maui is very quiet, similar to the 

life in the Soya region – a little bit of city life surrounded by 

the calmness of the countryside. If you ever have a chance to 

visit Hawaii, how about visiting my hometown of Maui?

アロハ、中頓別の皆さん！

もう知っていると思うけど、僕はハワイのマウイ島から来ました。ハワイ

州は主な島が８つあります。ハワイ島をはじめ、マウイ島、モロカイ島、

ラナイ島、カホオラベ島、オアフ島、カウアイ島、最後にニイハウ島です。

マウイ島は２番目に大きい島です。もしオアフ島しか訪ねていないのなら、

ハワイの美しい自然の楽園をまだ見ていないことになります。オアフ島の

超高層ビルの森が綺麗だという人もいますが、マウイ島の一番美しい景色

はやはり大自然だと思います。その大自然を満喫するのに、登山をするの

がオススメです。マウイ島には、登山ができる山がたくさんあります。中

でも、東にあるハレアカラ火山や西にあるイアオ渓谷から眺める景色はま

さに絶景です。その他にも、「ロード・ツ・ハナ」では滝や湖を見ながら

ハイキングができます。また、美しい海でスノーケルをしても最高です。

マウイ島は宗谷地方と同じように穏やかな雰囲気のところです。豊かな自

然と賑やかな街並みがマッチした島です。いつかハワイに行く機会があれ

ば、僕の出身、マウイ島はいかがですか？

９



File №249
今⽉の担当は
磯⽊由紀江さん

 

⽇
本
脳
炎
予
防
接
種
は
、

予
防
接
種
法
の
中
で
﹁
定
期

接
種
﹂
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
予
防
接

種
法
第
5
条
の
規
定
で
、
北

海
道
全
域
が
﹁
⽇
本
脳
炎
予

防
接
種
を
⾏
う
必
要
が
な
い

と
認
め
ら
れ
る
区
域
﹂
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

※
「
定
期
接
種
」
…

　

予
防
接
種
法
に
基
づ
く
予

防
接
種
で
、
市
町
村
長
が
住

民
に
対
し
て
日
本
脳
炎
予
防

接
種
を
受
け
さ
せ
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

で
あ
る
。

◆﹁
⽇
本
脳
炎
﹂
っ
て
何
？

 

⽇
本
脳
炎
と
は
、
⽇
本
脳

炎
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ
て
い
る

ブ
タ
を
刺
し
た
蚊
︻
コ
ガ
タ

ア
カ
イ
エ
カ
︼
が
⼈
を
刺
し

て
感
染
す
る
重
症
の
急
性
脳

炎
で
す
。
潜
伏
期
間
は
7
〜

10
⽇
で
、
突
然
の
⾼
熱
、
頭

痛
、
嘔
吐
、
意
識
障
害
お
よ

び
け
い
れ
ん
な
ど
の
症
状
が

現
れ
ま
す
。

 

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
も

脳
炎
に
な
ら
な
い
⼈
が
ほ
と

ん
ど
で
す
が
、
⽇
本
に
お
い

て
、
過
去
10
年
間
に
56
⼈
が

発
症
し
、
3
⼈
が
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
感
染
者
1
0
0

〜
1
0
0
0
⼈
に
1
⼈
が
脳

炎
等
を
発
症
す
る
と
⾔
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
回
復
し
て
も

半
数
近
く
が
運
動
機
能
や
知

能
後
遺
症
を
残
し
ま
す
。
脳

炎
以
外
に
は
髄
膜
炎
や
夏
か

ぜ
の
症
状
も
現
れ
ま
す
。

◆
な
ぜ
、
北
海
道
は
⾏
う
必

 

要
が
な
い
区
域
に
指
定
さ

 

れ
て
い
た
の
？

 

北
海
道
に
は
、
こ
の
原
因

と
な
る
蚊
︻
コ
ダ
カ
ア
カ
イ

エ
カ
︼
が
⽣
息
し
て
い
な
い

と
い
う
理
由
で
、
北
海
道
は

予
防
接
種
を
⾏
う
必
要
が
な

い
と
認
め
ら
れ
る
区
域
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

 

し
か
し
、
北
海
道
に
在
住

し
て
い
る
⽅
が
、
海
外
や
道

外
を
往
来
す
る
機
会
が
増
え
、

北海道でも

　「日本脳炎」の予防接種が始まります

《平成 28 年度対象となる⽣年⽉⽇》
・平成 25 年 4 ⽉ 2 ⽇〜平成 26 年 4 ⽉ 1 ⽇
・平成 22 年 4 ⽉ 2 ⽇〜平成 23 年 4 ⽉ 1 ⽇
・平成 21 年 4 ⽉ 2 ⽇〜平成 22 年 4 ⽉ 1 ⽇
 ※ 28 ⽇の間隔で 2 回接種します。

・平成 10 年 4 ⽉ 2 ⽇〜平成 11 年 4 ⽉ 1 ⽇
 ※ 28 ⽇の間隔で２回接種します。

・平成 9 年 4 ⽉ 2 ⽇〜平成 10 年 4 ⽉ 1 ⽇
 ※ 28 ⽇の間隔で２回接種後、６ヶ⽉の間隔を
   空け１回接種します。誕⽣⽇によってはさ
   らに６⽇の間隔を空け 1 回接種します。

・平成 8 年 4 ⽉ 2 ⽇〜平成 9 年 4 ⽉ 1 ⽇
 ※ ６⽇の間隔で２回接種します。その後は誕
   ⽣⽇により接種回数が変わります。

◆詳細は保健福祉課 (6-1995) まで
 お問い合わせください。

⽇
本
脳
炎
に
感
染
す
る
可
能

性
が
⾼
ま
っ
て
い
る
た
め
、

平
成
28
年
4
⽉
よ
り
北
海
道

全
域
で
、
定
期
接
種
を
⾏
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◆
対
象
者
に
つ
い
て

 

通
常
、
⽇
本
脳
炎
予
防
接

種
は
、
3
歳
で
2
回
、
4
歳

で
1
回
、
9
歳
で
1
回
の
合

計
4
回
受
け
ま
す
。
し
か
し
、

し
ば
ら
く
の
間
、
特
例
制
度

に
よ
り
、
対
象
年
齢
・
接
種

間
隔
が
変
わ
り
ま
す
。
平
成

19
年
4
⽉
1
⽇
以
前
に
⽣
ま

れ
た
⽅
は
、
20
歳
の
誕
⽣
⽇

前
⽇
ま
で
、
定
期
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

20
歳
以
上
の
場
合
、
任
意

接
種
と
し
て
全
額
⾃
⼰
負
担

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
個
別
に
案
内

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

１０



１１

※ その他、 多数の新着図書が入りました。 どうぞ、 ご来室ください。

 【お願い】 図書室から借りたままになっている本はありませんか？
　　　　　　　休館日に本を返却される方は、 玄関横の返却ポストをご利用ください。

今月の新刊 ( 3 月 18 日現在 )

注目の新着本
『
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
・
パ
ン
ツ
マ
ン
（
全
５
巻
）
』

著
：
デ
イ
ブ
・
ピ
ル
キ
ー　

出
版
：
徳
間
書
店

　

 

「
パ
ン
ツ
マ
ン
」
は
、
小
学
4
年
生
の
ジ
ョ
ー

ジ
と
ハ
ロ
ル
ド
が
描
い
た
マ
ン
ガ
の
主
人
公
。

パ
ン
ツ
一
丁
で
地
球
の
平
和
を
守
る
ヒ
ー
ロ
ー

だ
！
世
界
中
で
大
人
気
、
シ
リ
ー
ズ
累
計
７
千

万
部
の
大
ヒ
ッ
ト
！

『
子
ど
も
は
み
ん
な
問
題
児
』

　
　
　

著
：
中
川 

李
枝
子　
　

出
版
：
新
潮
社

　

子
ど
も
は
子
ど
も
ら
し
い
の
が
い
ち
ば
ん
よ
。

焦
ら
な
い
で
、
悩
ま
な
い
で
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
。

「
ぐ
り
と
ぐ
ら
」
の
生
み
の
親
が
贈
る
、
心
が
ほ

ぐ
れ
る
45
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
！

児童向け図書　

『にっぽんしょうがっこう』　　　のぶみ

『きみがしらないひみつの３人』　ヘルメ・ハイネ

『おおきなでんしゃ』　　　　　　座二郎

『１４歳からの戦争のリアル』　　雨宮 処凛　

『ママはお医者さん』　　　　　　あさの あつこ

『こちょこちょさん』　　　　　　おーなり由子

『言葉屋』　　　　　　　　　　　久米 絵美里

一般向け図書　

『真実の１０メートル手前』　米澤 穂信

『寮生一九七一年、函館』　　今野　敏

『おっかなの晩』　　　　　　折口 真喜子　

『江ノ島西浦写真館　　　　　三上　延

『羊と鋼と森』　　　　　　　宮下 奈都

『持たざる者』　　　　　　　金原 ひとみ

『すごい家事』　　　　　　　松橋 周太呂

児童書

一般書

3月 12 日 としょしつまつり
3月 16 日 こども館で読み聞かせ・紙芝居

◆ペーパークラフト
    作成の様⼦
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3 月 1 日～ 3月 31 日受付分

（公開にご了承いただいた方のみ

  掲載しています）

戸籍だより

■今回は書くスペースが…狭い。残り 20 文字くらい。私はまだまだ書きたいことがあ
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峰
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緑
恵 人のうごき

　　 （平成27年 3月31日現在）

　　　世　帯　　915(+5)

　　　人　口　 1,790(-3)

　　　　男         884(-1)

　　　　女         906(-2)

　 　　　　(　) 内は前月対比

おくやみ

字神崎　 津川 敏さん　
　　　　 （80 歳　 3 月 1 日）

字中頓別 黒田 榮治さん

　　　　 （82 歳 3 月 16 日）

字小頓別 髙橋 絹江さん

　　　　 （74 歳　3月 29 日）

新規採用職員紹介

西巻　俊英　保健師

保健福祉課

保健福祉グループ

上原　毅　理学療法士

中頓別町国保病院

成田　りさ　准看護師

中頓別町国保病院

白井　青空　主事

総務課総務グループ

木村　明日香　主事

保健福祉課

保健福祉グループ

明田　仁司　主事

産業建設課建設グループ

中頓別町
Facebook

【今年度も広報担当 t-singo】

多田　優彦　主幹

産業建設課産業グループ

北海道からの
派遣職員紹介

ニシマキ トシヒデ ウエハラ タケシ ナリタ

シライ　ハルタカ アケタ 　ヒトシ キムラ　　アスカ タダ　 マサヒコ


